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事 業 実 施 概 要 報 告 書 

 

 

事  業  

名 

 

オホーツク管内子ども会育成連絡協議会指導者研究協議会 

 

と    

き 

 

令和３年１１月２０日（土） 

 

と  こ  

ろ 

 

紋別生涯学習センター（紋別市元紋別 140-1） 

 

参 加 者 数 

 

 １８名 

 

主な内容  （プログラムの主な内容について書いてください） 

 

 

 ①情報提供 オホーツク教育局社会教育指導班 稲垣 美香 氏 

 コロナ禍の運動習慣についてスポーツ庁が調査研究を行った情報が報告された。コロ 

ナ禍以前に比べ、運動をする意欲が向上している一方で、健康度、体力、運動不足解消 

状況は低下している様子があった。緊急事態宣言等で運動する機会が減っている状況で 

運動意欲が向上した方へ向けた行事を推奨していた。 

 ②安全啓発講習会 子ども会安全啓発初級指導者 高橋 甫 氏 

 パワーポイント資料に基づき、事故発生までのリスクについて説明。 

危険予知トレーニングの教本より、シチュエーションのイラストを抜粋し、質問形式で 

危険箇所や、対応策を参加者から聞き出していた。 

 その後、紋別市で実施した事業について実際の写真を提示し、イラスト同様、危険箇 



所、対応策を話し合った。身近なインシデントについて、振り返りができた講習だった。 

 ③講演会「子ども会育成者が信頼され、子どもが自然と集まる場所にするために」 

  札幌国際大学人文学部心理学科（子ども心理専攻） 教授 武井 昭也 氏 

 武井氏が教鞭をとる中で日々感じることとして、若者の失敗経験不足が如実だと語っ 

た。また、1996年～2012 年の Z 世代は生まれた時から Windows95 等、インターネット 

が普及しており、近年では書籍にも電子化の波が来ている。しかしながら、親子で絵本 

を読み聴かせるだけでもコミュニケーションづくりになり、信頼が生まれる。これは 

タブレットではできないことである。 

 絵本は子どもが読むものと認識されがちだが、人生において大切なことがかかれてい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


